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 (第５期)第 1１回まつもと子ども未来委員会の報告 

令和元年 10 月２５日 

 

第５期の第 1１回まつもと子ども未来委員会を、令和元年 10 月２０日（日）勤労者福祉

センターで行いました。この日は、３１人の委員のうち、１２人の委員が出席しました。 

 

１ 活動１について 

今回は、活動１（松本市が今取り組んでいる事業について、みんなで学び話し合い、自 

分たちの考えを市へ提言
ていげん

する。）について取り組みました。 
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明）のため、班ごと内容等について話し合い、みんなに提言を発表（プレ提言）し、発 

表についてふりかえりを行いました。 

 

 

 

 

 

 

   

     プレ提言の準備 

    ・提言内容を模造紙に 

     まとめる。 

    ・誰が何を発表するか 

     話し合う。 

    ・発表の練習 

 

 

 

                       【市役所新庁舎建設事業】 
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                      として、提言内容を発表しました。 

 

 

 

 

 

プレ提言の注意点 

 ・ 提言内容を書いた模造紙
も ぞ う し

を使って発表します。 

・ どうしてその提言を考えたのか、提言内容にたどりつくまでの中身を考える。 

・ 実際に現地を見学した感想を入れる。 

・ 「これだ！」が伝わるように、声を大きくしてゆっくり話すと強調される。 
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【新博物館建設事業】 

 「分かりやすく、楽しく、 

使いやすく」をテーマに、 

それぞれの考えを発表しました。 

 

 

 

                       【受動喫煙防止対策事業】 

「喫煙者が減れば、受動喫煙の 

回数自体も減り、抜本的
ばっぽんてき

な解決に 

つながる。」とし、現地を見学した 

感想などを入れ、各委員から、 

自分たちの考えを発表しました。 

                        

 

 

各事業の提言内容の発表の仕方などについて、振り返りを行いました。 

まず、発表の時間は、1 分 40 秒～3 分 30 秒で、時間にばらつきがありました。 

 ～みんなの意見等～ 

 ・声が小さく、早口になってしまった。 

 ・初めての発表だったけど、うまくできた。 

 ・感想なども入れ、具体的に発表できた。 

 ・まとめに時間がかかり、発表の準備が十分できなかった。 

 

次回の委員会は、１１月１０日（日）にあがたの森文化会館で行います。 

 

 


